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INTRODUCTION

天使とコンタクトを取るために
Who are the Angels?
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今この瞬間にも、あなたのそばにはガーディアン・エンジェ

ル＝守護天使が立っています。天使は聖なる光、そして

あなたがどのような状態にあっても、全幅の信頼を寄せること

ができる純粋な存在です。天使は、あなたを常に助けたがってい

て、人生のいかなる場面においても、救いの手を差し伸べてくれ

る頼もしい味方なのです。天使＝エンジェルという言葉は、“神の

使者”を意味します。創造主と被造物の間を行ったり来たりしな

がらメッセージを伝える“天界の郵便配達”といったところでしょ

うか。

　天使は、すべての人間を無条件に愛し、ひとりひとりの人間が

内に秘めている神性を飽くことなく見つめます。天使が意識を向

けるのは、表面的なことや瑣
さまつ 

末な欠点ではなく、人間が宿す聖な

る部分と無限の可能性なのです。天使が人間に対して判断を下す

ことはありません。彼らが人生にもたらすのは、愛だけです。心

の底から信頼できる天使と共にあれば、あなたはこの上なく安全

なのです。

　あなたが天使の存在を信じていようといまいと、関係ありませ

ん。天使たちがあなたを信じているからです。天使はその目に、

あなたの心の奥底に灯る光を映します。天使はあなたに具わった

本当の才能を知っており、あなたが一生かけて担う大切な役割を

理解しています。そして天使は、あなたがすることすべてを助け

たがっているのです。

　各種の意識調査の結果を見ると、成人アメリカ人の大部分（調

査の種類によりますが、72～85パーセント）が天使の存在を信じ

ていて、32パーセントは天使と実際に出会ったことがあると答

えています。天使の存在を信じるのはごく普通のことであると

言って差し支えないでしょう。

　天使とコンタクトを取るためには、特別な訓練も、聖人のよう

な生き方も、宗教的な活動も必要ありません。天使は、状況がど

うであれ、誰であれ、その名を呼ぶ者すべてに救いの手を差し伸

べてくれます。天使はいつでもそばに来てくれて、無償の奉仕と

深い愛情を与えてくれるのです。

　私のオフィスには、“天使体験”をしたという人々からの手紙が

毎日のように届きます。天使体験とはどんなものでしょう？　ど
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こからともなく声が聞こえてきて、それに従ったら事故に遭わな

くて済んだとか、神や天使に捧げた祈り通りのことが現実となっ

たとか、天使の存在を物理的に感じたりその姿を見たりすること

です。手紙を送ってくれる人々の年齢、職業そして信じる宗教は

さまざまです。神をはじめとする聖なる存在に疑いを持っていた

り、信じていなかったりする人も含まれています。すべての人に

共通しているのは、自分の体験が現実だったことを自覚し、天使

とつながったという確かな感覚を心に刻みつけていることです。

　天使との対話を頻繁に行っている人は、日常生活にさまざまな

良い変化が訪れ、その結果、人生そのものがより実りあるものに

なります。心が幸福感と安らぎで満たされ、自信が湧いて、死や

先々のことについての恐れを感じなくなります。天使との対話を

行う人々は、自分が決してひとりではないことが理解できるので

す。いつも天使たちに取り囲まれ、守られていることを実感でき

るからでしょう。

　私自身も、まったく同感です。1995年のある日、私は天使に

よって命を救われました。この日から、私は本や講演を通じて天

使について語り続けています。天使について語ることにより、私

の人生は幸せに満ち、実り多きものになりました。以前よりもは

るかに大きな充実感を得ることができるようになったのです。多

くの人々が天使と出会い、癒され、より良く生きる姿を見るのは

私にとって感動であり、大きな意味があることです。

　天使たちと出会う前、私は心理療法士をしていました。専門分

野は摂食障害と中毒症状の治療です。できるだけ多くの人に、健

康で有意義な人生を過ごしてほしいと願いながら毎日仕事をして

いました。そして自らの天使体験の後、幸せな人生への最短距離

は天使とのつながりであることを実感したのです。

　天使が人間に与える愛は、純粋そのものです。その愛によって、

人間は日々の生活の中で神の声に耳を傾け、神に触れ、その姿を

見て、理解することができるのです。健康のこと、仕事のこと、

恋愛、家族…。天使は、ありとあらゆる分野であなたを助けてく

れます。事の大小は、まったく関係ありません。あなたが助けを

求めた瞬間に天使たちが集まり、嬉々として動き回ってくれるの

です。
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宗 教 に つ い て

　天使という存在は特定の宗教に限られたものではなく、多くの

宗教にその概念があります。天使が宗教や信仰の種類を選ぶこと

はありえません。あなたは、自分が信じてきたものを信じ続けれ

ばそれでいいのです。

　伝統的な意味でいう天使の概念は、ユダヤ教やキリスト教、そ

してイスラム教といった一神教から生まれました。神と呼ばれる

べき存在はただひとつという考え方です。こうした信仰は、ユダ

ヤ教の基盤を造ったイスラエル人の太祖アブラハムによって構築

されたもので、それがキリスト教に受け継がれ、さらにイスラム

教へと移行していきました。ここで挙げた3つの宗教において、

天使には天界からのメッセージを伝え、指導者と信者を見守ると

いう役割が担わされています。

　一方、多神教におけるさまざまな神々は“翼のない天使”と形容

することができるでしょう。人間ひとりひとりに守護天使がつい

ているというのではなく、多くの神体がすべての人間を見守って

くれるという考え方が多神論です。汎神論とは「神はどこにでも

いて、自然においても遍在の存在である」という考え方です。汎

神教における天使は羽根を生やした姿で描かれることが多く、大

天使や女神、そして自然の精霊などの概念も含まれます。

　大切なのは、天使に関する概念が世界の至るところに存在し、

数多くの文化において認知されているという事実です。時代も場

所も関係ありません。たとえ天使＝エンジェル以外の言葉が使わ

れていても、慈愛と信頼に満ちた光の存在が意図されているので

す。

　キリスト教原理主義的では、神とイエス・キリストの名におい

て天使を呼び出します。ヒンドゥー教では、ガネーシャやサラス

バーティーをはじめとする神々とまったく同じ形で、天使に対す

る祈りが捧げられます。こうしたことは、他の宗教でも見られま

す。天使という存在は、“神の種類”や宗教に縛られることがまっ

たくありません。あなたがごく自然に感じる聖なる存在と共に、

働きかけてきてくれるのです。天使の第一の役割は、物質世界に
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平和を生み出すことです。天使は、あらゆる恐れの感情と完全に

無関係な存在なのです。

　天使のふりをして近づいてくる“低位の存在”に騙されること

はないか、という心配をする人もいるようですが、これもまっ

たく無用です。天使の本質である光と愛は、他の存在が真似でき

る種類のものではありません。天使が宿す光と愛は、神から直接

与えられた贈り物なのです。物質世界でも、精神世界でも構いま

せん。誰かと知り合った瞬間に、あなたの心は本能的に「この人

は信用できそうだ」とか「いかにも幸せそうだ」などと感じます。

こうした感覚は天使の聖なる愛によってもたらされるものであ

り、彼らがごく近くにいる証拠なのです。天使とつながっている

限り、何も心配することはありません。

　天使とのコミュニケーションがうまく取れている人は、神との

距離も縮めることができるようです。宗教的価値観によって植え

付けられた罪の意識や恐れの感情が、天使の愛によって癒される

からでしょう。

　神や宗教の名の下に行われた戦争は、数限りなくあります。し

かし、天使のために起きた戦争はひとつもありません。天使とい

う存在がいかに愛されているかを端的に示す事実とは言えないで

しょうか。

自 由 意 志 の 法 則 を 理 解 す る

　神は、人間ひとりひとりに自由意志を与えました。人間は、誰

もが自分の信じるところに基づいて意志決定ができるよう造られ

ています。神が人間の自由意志をさまたげることはありません。

もちろん天使も同じです。

　神と天使は、あなたが望むことをいつでも理解しています。し

かし、あなたのほうから働きかけがない限り、救いの手を差し伸

べることはできません。この大原則のため、あなたが天使に言葉

をかけることが必要となるのです。

　天使は、ありとあらゆる形であなたを助けてくるでしょう。前

述したとおり、事の大小はまったく関係ありません。こんなこと

を頼んでも大丈夫だろうか、などという心配は無用です。天使は
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無限の存在なので、一度に多くの人を助けることができます。自

分の願いよりも大切なことがあるのではないか、などと思わない

でください。あなたを助けること、それが天使にとって一番大切

なことなのです。

　天使にとっては、時間もエネルギーも、そして資源も無尽蔵で

す。あなたが安らぎを得られるように最善を尽くすことこそが、

神聖なる名誉なのです。助けが必要なときは、いつでも声をかけ

てください。天使がすべての力を使い切ってしまうことはありえ

ません。天使は、あなたに助けを求められるのが嬉しくてたまら

ないのです。天使に助けを求める方法はたくさんあります。

　　
＊言葉にする

願いを言葉にして、大きな声で言ってみましょう。話しかける

相手は、天使でも神でも構いません。天使と神は、究極的には

ひとつなので、どちらに対して話しかけても同じなのです。

＊思い浮かべる

頭の中で、天使に助けを求めてみましょう。天使はあなたの思

考を聞き取り、無条件の愛で助けてくれるのです。

＊文章にする

思いのたけを手紙にしてみましょう。きっと伝わります。

＊想像する

多くの天使に囲まれている自分の姿を想像してみましょう。自

分だけではなく、愛する人、使っている車、あるいは困った状

況や質問など、気になることすべてが天使に取り囲まれている

ところを想像するのです。

＊はっきりした言葉を使う

天使の介在によって物事が解決したときには、はっきりとした

言葉で感謝の意を示してください。

　言葉遣いは大した問題ではありません。天使は、あなたの心に

宿った祈りの本質に呼応するからです。心に宿った祈りは、最も

純粋な形の感情や願望でできています。天使は、自由意志によっ

て決定することができるあなたのほうから話しかけてほしいので



CHAPTER 1

天 使 界
The Angelic Realm
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す。大切なのは、どのように頼むかではなく、何を頼むかなので

す。

　

＝著者注＝
本書に収録されている体験談はすべて実話であり、一部、登場人物の名前

は仮名です。


